


 

２ 動植物の保全について 

(1) 道路の設置にあたっては、アカネズミなどの地表移動性動物や昆虫が移動できるよう、

技術的工夫を施したボックスカルバートの設置などの措置を講じ、地表移動性動物や昆虫

の保全に努めること。 

(2) ヤチダモ林には昆虫類も多種生息しており、鳥類の飛来も確認されていることから、道

路に設置する街路灯からの照明については、昆虫類や鳥類の保護のため、できる限りの対

策を実施すること。 

 

３ 道路交通騒音について 

西茨戸地区など住宅地を通過する地域においては、騒音環境対策を十分に施し、かつ、モ

ニタリングを行ない、環境基準の達成を確認すること。なお、遮音壁の設置にあたっては、

交通安全及び景観にも配慮すること。 

 

４ 水質汚濁について 

路面雨水については、濁水処理等対策を講じ、河川に対する汚濁負荷の低減に努めること。 

 

５ 景観について 

道路高架擁壁及び騒音対策用遮音壁については、これら構造物の存在が周辺に及ぼす「威

圧感」、「圧迫感」、「遮蔽感」などを極力軽減するために、設置される地区の特性に応じた色

彩及びデザインなどに考慮した景観設計を行うこと。 

 

６ 事業時における調査について 

自動車走行にともなう大気汚染、道路交通騒音については、事業の実施前後で確認を行う

こと。 

ハイタカやオオジシギ及びコウモリやカタツムリの貴重種について、その生息状況を事前

に確認すること。 

なお、これらを実施した時は、適宜その結果を審議会に報告し、適切な措置を講じること。 

 

７ 評価書記載項目について 

遺跡、廃棄物処分場については現時点で把握している状況及びその対処について評価書に

記載すること。 

また、地盤沈下については、その対処について評価書に記載すること。 




